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小松基地への空自４個目Ｆ－３５Ａ飛行隊配備等について

〇 あらゆる事態に切れ目なく必要な対処を行い、有事における航空優勢を獲得・維持するために

は、高い能力を有するＦ－３５戦闘機を着実かつ速やかに整備していくことが何よりも重要です。

○ これまで防衛省として、昨年末に策定された防衛力整備計画に定められた航空防衛力の質・量

の更なる洗練・強化を行っていくため、航空自衛隊として４個目となる新たなＦ－３５Ａ飛行隊の配

備先について、その配備計画を検討してまいりました。

〇 Ｒ９年度までのＦ－３５Ａ飛行隊の配備については昨年度までにご説明させて頂きご了解を頂い

ているところですが、今般、新たなＦ－３５Ａ飛行隊の配備先を検討した結果、小松基地は、

・ 基地周辺の広大な訓練空域を活用可能であること、

・ 飛行教導群との効果的な教育訓練が実施可能であること、

・ 空自４個目の新たなＦ－３５Ａ飛行隊が他のＦ－３５Ａ飛行隊と同一基地に所在することで、

効率的な要員養成や基地基盤活用が可能であることから、

小松基地に同基地２個目のＦ－３５Ａ飛行隊を配備することが最適と判断しました。

〇 小松基地に所在する戦闘機の総数については、Ｆ－３５Ａ戦闘機の配備と並行して既存のＦ－１

５戦闘機を減少させていく計画であり、２個飛行隊分で推移する計画です。

○ また、現在防衛省として改修事業を進めているＦ－１５能力向上型については、小松基地に配備

予定であった２０機のうち、８機を飛行教導群のＦ－１５戦闘機と置き換えることとし、残りの機体は

他基地へ配備することとしました。



Ｆ－３５Ａ及びＦ－１５能力向上型配備のスケジュール

○ 小松基地へのＦ－３５Ａの配備については、飛行隊の既存のＦ－１５と置き換えることにより実施
していく計画です。Ｆ－３５Ａの配備は令和７年度から段階的に行う予定であり、令和７年度に４機、
令和８年度に８機、令和９年度に８機を配備する予定です（以上、小松基地１個目飛行隊分）。

〇 令和６年度概算要求において取得経費を計上している８機については、令和１０年度に２個目
のＦ－３５Ａ飛行隊分として配備する予定です。

〇 また、小松基地へのＦ－１５能力向上型の配備については、飛行教導群の既存のＦ－１５と置き
換えることにより、令和９年度末までに８機の配備を予定しております。

○ つまり、現在小松基地には、いずれもＦ－１５を配備した２個飛行隊と飛行教導群がありますが、
将来的には、２個飛行隊はＦ－１５からＦ－３５Ａに更新し、飛行教導群はＦ－１５からＦ－１５能力
向上型に更新していく計画です。
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Ｆ－３５Ａ及びＦ－１５能力向上型の配備に伴う体制（部隊・人員）

○ 現在、小松基地にはＦ－１５戦闘機２個飛行隊分とＦ－１５戦闘機１個飛行教導群分を配備して
いますが、今後、Ｆ－３５Ａ戦闘機２個飛行隊をＦ－１５戦闘機２個飛行隊と置き換えつつ、飛行教
導群の既存のＦ－１５戦闘機は同数を能力向上型とする計画であるため、飛行隊・配備機数は同
水準です。

○ Ｆ－３５Ａの配備・運用にあたって必要となる具体的な要員数は検討中ですが、機種更新に伴い、
Ｆ－３５Ａの要員数が増加する一方、Ｆ－１５の要員数は減少することになるため、小松基地にお
ける人員の総数にも大きな変化はないものと見込んでいます。

○ 今後、小松基地の定員に一定程度の変動が生じる際は、各年度の概算要求のタイミング等を
捉え、適切に情報を共有いたします。

・・・小松基地所在部隊 3」


